
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

大垣市家庭教育支援チーム 

 （呼称：おがっきい子育てふわりん） 

 

②活動拠点 大垣市中川地区センター 

③活動範囲 大垣市内全域 

④組織体制 

 

  ２０ 人 

教員 １人、特別支援教育支援員 １人、保育士 ２人、助産師 ２人、 

教員有資格者 １人、日本家庭教育学会会員 １人、歯科医師 １人、 

看護師 １人、介護福祉士 １名、主任児童委員 １人、他 

 

⑤活動開始年度 平成２０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

 おがっきい子育てふわりん  代表者 笠嶋 美幸 

（TEL）090-5008-1535  （E-mail）fuwarin_oogaki@yahoo.co.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・子育てセミナーの開催 

 年６回以上、妊産婦夫婦から高校生までの保護者を対象に子育てセミナ

ーを開催。親子の繋がり、胎教からの子育て、子供との関わり方、家庭教育

の大切さを学ぶとともに、同年代の子供を持つ親同士のグループトークの時

間を設け、保護者同士の交流により小さな悩みも話し合える雰囲気を設け

ている。 

 セミナー中は、別室で託児をすることで、保護者が落ち着き安心して学び、

話ができるように配慮し、終了後、個別の悩み相談にも対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・親子の繋がりを知り、保護者が明るく仲良く生活することで子供が元気に

なった。具体的な子供への声かけや対応について学び、心配を捨てること

で、子供の夜尿症が治ったり、やる気がもてたりした。グループトークで、み

んな同じような事で悩んでいると知り、安心した等、また参加したいという感

想がたくさん聞かれた。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


